
栄区の歴史には文献などがきちんと残っているもの、
口伝えに伝わっているもの、
いろんな説があってよくわからないものなどたくさんあります。

でも昔の人の思いはどんなものの中にも読みとることができます。
たとえば美しい水田のお話（Ｐ33）は、沼のような田んぼに苦しんでいたつらさが感じられます。
ほんとうの歴史を知ることは、栄区に残っているものすべてにこめられた思いを
読みとることではないでしょうか。

からナイフ形の石器が見つかった明

神台遺跡（保土ケ谷区）が今のとこ

ろ最も古い時代の遺跡です。これに

よって横浜での人類の存在は、3万

で海水が侵入していきました。この海

岸が縄文土器で象徴される縄文人の

生活の舞台でした。

晩期の土器（公田町桂台ほかで発見）

まで、区内のいたるところで発見され

ています。特に晩期の土器は桂台か

ら出土した土器を基準として、かつて

「桂台式土器」の名で呼ばれていま

した（現在は「桂台式」の呼称は使わ

れなくなっています）。この土器は、有

名な亀ヶ岡式土器（青森県）と区別す

ることが難しいほど、東北文化の影響

を受けています。

年前より古い時期には始まっていた

ことが明らかになりました。

人たちの住居があったところとも伝
えられています。

3 3

みょう

じん  だい   い   せき
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　小菅ケ谷の七石山、鍛冶ケ谷市民

の森内、公田の長沼家裏には、約7世

紀ごろから奈良時代にかけてつくら

れた横穴墓群が、今もその一部を残

しています。㹨川流域の横穴墓はか
つて「鍛冶ケ谷式」と呼ばれ、玄室

（棺をおさめる部分）の奥に、更に奥

室あるいは棺室とでもいうべき部屋

をつくっていることが特徴です。こ

のようなつくりの横穴墓は全国でも

この㹨川流域に集中して分布してい
ます。

　その少しあとに製鉄作業がおこな

われていたころを示す、貴重な上郷

深田遺跡がつくられました。

　縄文時代には住居が台地の奥に

もありましたが、弥生時代になって水

田稲作が始まると村々が川の近くの

台地に集中しました。川の流れる低

地で稲作を行い、台地の畑では雑穀

が作られましたが、弓や網・釣具によ

る狩りや漁も引き続きおこなわれて

いましたが、人々の生活は大きくかわ

りました。収穫を蓄えることにより、

人々の間には次第に「力の差」が生

まれ、各地に集落ができ、やがて3世

紀中ごろには、女王卑弥呼を擁する

う荘園にあたり、「鎌倉党」という武

士団に属していたようです。

ろいろな宗派のお寺があります。とく

邪馬台国があったと伝えられてい

ます。

　また、弥生土器がようやく広がりだ

したのは、紀元前後だったといわれ

ています。この時代の土器は、柏尾川

上流の西側大地とその対岸（戸塚区

柏尾町）、さらに㹨川が柏尾川に合
流する飯島町殿谷および笠間町打

越あたりから田立、公田町の台・稲荷

にかけて多く分布しています。

つり

じょう   ど    しん

たくわ

や     ま     たい   こく

しゅう らく

ようひ　み　こ

とのがやつ

しち  こく  やま

げん  しつ

ひつぎ

かん

とく ちょう

しめ

たい  がん

た  りゅう い な り

栄区の横穴墓には他に類のないものがあるよ

棺
室
を
も
つ
、栄
区
独
自
の
横
穴
墓
で
す
。

（
写
真
は
宮
ノ
前
横
穴
墓
群
）

笠
間
中
央
公
園
か
ら
弥
生
時
代
の
住
居
あ
と
が

14
軒
見
つ
か
り
ま
し
た
。

に證菩提寺は源頼朝ゆかりの寺で

す。また崖面に穿たれた洞に供養塔

などをおさめた「やぐら」が、鎌倉に

近い栄区にも分布しています。

※鎌倉幕府の成立年代は、守護・地頭を設置した
1185年とする説もあります。

しょう   ぼ    だい    じ

がけ  めん うが ほら く    よう   とう

しゅ  ご     じ とう
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　日本の古き良き時代ともいえる、里

の景色・人情・質素な生活など、栄区

内の「原風景」があったころです。大

正9年（1920）に電気がつくまでは、

　ここ栄区でも工場が次々とでき、

工業製品がいきおいよくつくられて

いきました。それまでの農地は、団地

や工業地にかわり、栄区の風景も一

変しました。

石油ランプの生活でした。

しっ    そ

げん
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獄

死しました。

制

寺子屋

             
約3.5万年前 横浜市域が陸化し、後期旧石器時代がはじまる。

約1万年前 最終氷期が終わり、温暖化が進む。横浜市に縄文人が暮らす。（多くの遺跡が分布）

紀元前3500ごろ 栄区にも縄文人。（笠間・公田・田谷・長尾台・上郷町などに縄文の遺跡）

紀元前200 各地に農耕集落が形成される。

（笠間・公田・田谷・小菅ケ谷・飯島町など）

7世紀ごろ～ 㹨川の流域に横穴墓群

㹨㹨川の流域に製鉄遺跡（上郷深田遺跡）

上郷猿田遺跡に奈良朝期の住居あと。

710 和銅３年　　このころ、中の坪（小菅ケ谷）、柳の坪（上郷）、坪入・榎坪（田谷）ができる。

735 天平７年　東大寺の正倉院文書に「相模国鎌倉郡尺度郷」の記録。

755 天平勝宝7年　『万葉集』に相模国鎌倉郡出身の防人・丸子連多麻呂の歌。※1

1038 長暦２年　山内首藤※2の祖・通家が死す。この頃山ノ内荘が成立したといわれる。

1083 永保３年　「後三年の役」で鎌倉権五郎景正が活躍。

1180 治承４年　源頼朝が「石橋山の戦い」で敗れる。→佐奈田与一の奮戦。

1197 建久８年 源頼朝、佐奈田与一の菩提寺として證菩提寺をたてたと伝わる。

1215 建保３年　三代将軍・源実朝が證菩提寺を参詣。

1224 元仁元年 鎌倉で疫病が流行。疫病退散祈願の「霊所七瀬祓」が㹨川でおこなわれた。

1235 貞永元年　　能満寺（現　正安寺）に親鸞が泊まる。（伝）

1235 嘉禎元年　執権・北条泰時の娘の小菅ヶ谷殿が本郷新阿弥陀堂をたてる。

1333 元弘３年　鎌倉幕府の滅亡。→上郷の光明寺が兵火により炎上。（伝）

1334 建武元年 足利直義が新阿弥陀堂に、領地などを保証する書状（安堵状）を与える。

1335 建武２年 證菩提寺文書のなかに、「子ノ神」「白山堂」の名がみえる。

1338 延元３
暦応元年 足利尊氏が征夷大将軍になり、室町幕府をひらく。

1353 正平８
文和２年 持阿上人が法安寺（笠間町）をひらく。

1469 文明元年 大誓寺の仏像が、弘円によってつくられる。

1512 永正９年　北条早雲※3が玉縄城を攻略する。長尾砦は出城として築かれた。

1542 天文11年　鎌倉郡で、北条氏康の検地がおこなわれる。

1569 永禄12年　甲斐国の武田信玄が北条領国に攻めこむ。

→浄土真宗の光明寺や長光寺などが弾圧を受けた。

1590 天正18年 豊臣秀吉が北条氏を滅ぼし、天下統一。

旧
石
器
時
代

古
墳
時
代

縄
文
時
代

弥
生
時
代

平
安
時
代

奈
良
時
代

鎌
倉
時
代

室
町
時
代

獄

死しました。

制

寺子屋

1603 慶長８年 徳川家康が江戸幕府をひらく。

1627 寛永４年 上総国生実藩の森川氏が笠間を領有。

1649 慶安２年 徳川家光、光明寺および長慶寺に朱印状を出し、領有する土地の石高を安堵する。

小菅ケ谷村・宿の谷に、田中氏が地蔵石仏をつくる。

1668 寛文８年 鍛冶ケ谷八幡宮の阿弥陀庚申搭がつくられる。

1694 元禄７年 この頃「鎌倉郡札所※4めぐり」がはじまる。

15番・法安寺、16番・永林寺、17番・坂中山光明寺、29番・玉泉寺、31番・勝福寺（正福寺）

1781 天明元年 本郷の大水害。笠間村田立地区の被害が大きかった。

1810 文化７年 会津藩が三浦半島の警備につき、この地域の村々も人足などを出した。

1841 天保12年 上之の坂中山観音堂に平尾桃岩斎※5が寺子屋をひらく。

1853 嘉永６年 ペリーが浦賀（横須賀）に来航。

1859 安政６年 横浜開港（６月２日）

　

1873 明治６年 「学制」が施行され、田谷学舎を皮切りに、この地域にも学校がつくられる。

1889 明治22年 市制・町村制施行により、鎌倉郡本郷村、豊田村、長尾村が誕生する。

大船駅が新設され、横須賀線が開通する。

1914 大正３年 㹨㹨川に昇龍橋がかかる。（市内最古の石橋）

1915 大正４年 村の編成がえにより、豊田および長尾村が豊田村に、長尾村の小雀は大正村に編入。

　　　　 現栄区の範囲は豊田・本郷の２村となる。

1919 大正８年 豊田村、本郷村に電灯がつく。

1923 大正12年 関東大震災。豊田村、本郷村も大きな被害を受ける。

1927 昭和２年 横浜市区制施行。鶴見・神奈川・中・保土ケ谷・磯子の５区が誕生

1938 昭和13年 第一海軍燃料廠が小菅ケ谷に設置される。

1939 昭和14年 戸塚区、港北区が誕生。このあたりは、神奈川県横浜市戸塚区となる。

1941 昭和16年 第二次世界大戦（太平洋戦争）がはじまる。

1943 昭和18年 現在の環状４号線、六浦～笠間十字路が開通。

1945 昭和20年 第二次世界大戦（太平洋戦争）が終わる。

1947 昭和22年 戸塚区役所本郷地区事務所開設。昭和24年に本郷出張所となる。

1952 昭和27年 第一次海軍燃料廠跡を駐留軍が接収、「大船PX」を設置。豊田吏員派出所を開設。

1967 昭和42年 米軍「大船PX」を全面返還。

元大橋１丁目の開発許可により、大規模住宅開発が本格化。

1969 昭和44年 笠間大橋が完成し、環状４号線が開通。

1972 昭和47年 飯島市民の森が横浜市内第１号の「市民の森」として開園する。

1973 昭和48年 JR根岸線が大船まで開通し、本郷台駅が開業する。

1986 昭和61年 戸塚区が分区し、栄区が誕生※6する。《11月３日》

1987 昭和62年 上郷深田で古代製鉄所遺跡が発見される。

　　

1991 平成３年 「区の花」をキクに決定。※7

1997 平成９年 桂町戸塚遠藤線の一部が開通。（長光寺から環状３号線）

1999　 平成11年 環状３号線が長沼まで開通。

2006 平成18年 大船駅笠間口開設。小学校統廃合により、上郷小学校と庄戸小学校が誕生。

鎌倉街道（横浜鎌倉線）全線完成。

2008 平成20年 桂町戸塚遠藤線の一部（環状３号線から戸塚区舞岡町）が開通。

2013 平成25年 本郷台駅前広場「里帰りの桜」植樹。

長野県栄村との友好交流協定を締結。

2015 平成27年 青森県南部町との友好交流協定を締結。

2017 平成29年 「区の木」をサクラとカツラに決定。

山形県高畠町との友好交流宣言を発表。

2026 令和８年 区制 40周年

江
戸
時
代

近
　
代
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獄

死しました。

制

寺子屋

             
約3.5万年前 横浜市域が陸化し、後期旧石器時代がはじまる。

約1万年前 最終氷期が終わり、温暖化が進む。横浜市に縄文人が暮らす。（多くの遺跡が分布）

紀元前3500ごろ 栄区にも縄文人。（笠間・公田・田谷・長尾台・上郷町などに縄文の遺跡）

紀元前200 各地に農耕集落が形成される。

（笠間・公田・田谷・小菅ケ谷・飯島町など）

7世紀ごろ～ 㹨川の流域に横穴墓群

㹨㹨川の流域に製鉄遺跡（上郷深田遺跡）

上郷猿田遺跡に奈良朝期の住居あと。

710 和銅３年　　このころ、中の坪（小菅ケ谷）、柳の坪（上郷）、坪入・榎坪（田谷）ができる。

735 天平７年　東大寺の正倉院文書に「相模国鎌倉郡尺度郷」の記録。

755 天平勝宝7年　『万葉集』に相模国鎌倉郡出身の防人・丸子連多麻呂の歌。※1

1038 長暦２年　山内首藤※2の祖・通家が死す。この頃山ノ内荘が成立したといわれる。

1083 永保３年　「後三年の役」で鎌倉権五郎景正が活躍。

1180 治承４年　源頼朝が「石橋山の戦い」で敗れる。→佐奈田与一の奮戦。

1197 建久８年 源頼朝、佐奈田与一の菩提寺として證菩提寺をたてたと伝わる。

1215 建保３年　三代将軍・源実朝が證菩提寺を参詣。

1224 元仁元年 鎌倉で疫病が流行。疫病退散祈願の「霊所七瀬祓」が㹨川でおこなわれた。

1235 貞永元年　　能満寺（現　正安寺）に親鸞が泊まる。（伝）
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1333 元弘３年　鎌倉幕府の滅亡。→上郷の光明寺が兵火により炎上。（伝）

1334 建武元年 足利直義が新阿弥陀堂に、領地などを保証する書状（安堵状）を与える。

1335 建武２年 證菩提寺文書のなかに、「子ノ神」「白山堂」の名がみえる。

1338 延元３
暦応元年 足利尊氏が征夷大将軍になり、室町幕府をひらく。

1353 正平８
文和２年 持阿上人が法安寺（笠間町）をひらく。

1469 文明元年 大誓寺の仏像が、弘円によってつくられる。

1512 永正９年　北条早雲※3が玉縄城を攻略する。長尾砦は出城として築かれた。

1542 天文11年　鎌倉郡で、北条氏康の検地がおこなわれる。

1569 永禄12年　甲斐国の武田信玄が北条領国に攻めこむ。

→浄土真宗の光明寺や長光寺などが弾圧を受けた。

1590 天正18年 豊臣秀吉が北条氏を滅ぼし、天下統一。
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制

寺子屋

1603 慶長８年 徳川家康が江戸幕府をひらく。

1627 寛永４年 上総国生実藩の森川氏が笠間を領有。

1649 慶安２年 徳川家光、光明寺および長慶寺に朱印状を出し、領有する土地の石高を安堵する。

小菅ケ谷村・宿の谷に、田中氏が地蔵石仏をつくる。

1668 寛文８年 鍛冶ケ谷八幡宮の阿弥陀庚申搭がつくられる。

1694 元禄７年 この頃「鎌倉郡札所※4めぐり」がはじまる。

15番・法安寺、16番・永林寺、17番・坂中山光明寺、29番・玉泉寺、31番・勝福寺（正福寺）

1781 天明元年 本郷の大水害。笠間村田立地区の被害が大きかった。

1810 文化７年 会津藩が三浦半島の警備につき、この地域の村々も人足などを出した。

1841 天保12年 上之の坂中山観音堂に平尾桃岩斎※5が寺子屋をひらく。

1853 嘉永６年 ペリーが浦賀（横須賀）に来航。

1859 安政６年 横浜開港（６月２日）

　

1873 明治６年 「学制」が施行され、田谷学舎を皮切りに、この地域にも学校がつくられる。

1889 明治22年 市制・町村制施行により、鎌倉郡本郷村、豊田村、長尾村が誕生する。

大船駅が新設され、横須賀線が開通する。

1914 大正３年 㹨㹨川に昇龍橋がかかる。（市内最古の石橋）

1915 大正４年 村の編成がえにより、豊田および長尾村が豊田村に、長尾村の小雀は大正村に編入。

　　　　 現栄区の範囲は豊田・本郷の２村となる。

1919 大正８年 豊田村、本郷村に電灯がつく。

1923 大正12年 関東大震災。豊田村、本郷村も大きな被害を受ける。

1927 昭和２年 横浜市区制施行。鶴見・神奈川・中・保土ケ谷・磯子の５区が誕生

1938 昭和13年 第一海軍燃料廠が小菅ケ谷に設置される。

1939 昭和14年 戸塚区、港北区が誕生。このあたりは、神奈川県横浜市戸塚区となる。

1941 昭和16年 第二次世界大戦（太平洋戦争）がはじまる。

1943 昭和18年 現在の環状４号線、六浦～笠間十字路が開通。

1945 昭和20年 第二次世界大戦（太平洋戦争）が終わる。

1947 昭和22年 戸塚区役所本郷地区事務所開設。昭和24年に本郷出張所となる。

1952 昭和27年 第一次海軍燃料廠跡を駐留軍が接収、「大船PX」を設置。豊田吏員派出所を開設。

1967 昭和42年 米軍「大船PX」を全面返還。

元大橋１丁目の開発許可により、大規模住宅開発が本格化。

1969 昭和44年 笠間大橋が完成し、環状４号線が開通。

1972 昭和47年 飯島市民の森が横浜市内第１号の「市民の森」として開園する。

1973 昭和48年 JR根岸線が大船まで開通し、本郷台駅が開業する。

1986 昭和61年 戸塚区が分区し、栄区が誕生※6する。《11月３日》

1987 昭和62年 上郷深田で古代製鉄所遺跡が発見される。

　　

1991 平成３年 「区の花」をキクに決定。※7

1997 平成９年 桂町戸塚遠藤線の一部が開通。（長光寺から環状３号線）

1999　 平成11年 環状３号線が長沼まで開通。

2006 平成18年 大船駅笠間口開設。小学校統廃合により、上郷小学校と庄戸小学校が誕生。

鎌倉街道（横浜鎌倉線）全線完成。

2008 平成20年 桂町戸塚遠藤線の一部（環状３号線から戸塚区舞岡町）が開通。

2013 平成25年 本郷台駅前広場「里帰りの桜」植樹。

長野県栄村との友好交流協定を締結。

2015 平成27年 青森県南部町との友好交流協定を締結。

2017 平成29年 「区の木」をサクラとカツラに決定。

山形県高畠町との友好交流宣言を発表。

2026 令和８年 区制 40周年
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